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村生活研究グループでは３月15日、「手作りを

楽しむ料理講習会」を開催しました。

講習会にはグループ員と子ども合わせて21人が

参加。

講師に澤浦幸子さん（赤城原第二）を迎え、ハ

ムロールパンとティラミスに挑戦しました。

初めてのパン作りに、参加者は戸惑いながらも

澤浦さんの実演を参考にしながら、ハムロールパ

ンやティラミス作りを楽しみました。

また、思い思いにデコレーションしたパンやテ

ィラミスが完成すると早速お食事会。パンをほお

ばった参加者からは「おいしい!!」と声が上がり、

料理のできに大満足の様子でした。

同グループでは、より良い家庭づくりと女性の

スキルアップのための、ガーデニングやアクセサ

リー作り、料理等の講習会や、研修会を行ってお

り、現在グループ員を募集中。興味のある方は役

場産業課までお問い合わせください。

母子でパンやケーキ作りに挑戦

ふれあい交流会が３月10日、昭和の湯大広間で行われ、村内のお年

寄りと東小学校の３年生の19人が交流しました。

交流会では、児童がじゃんけん大会やトランプマジック、あやとり

や似顔絵描きなど、お年寄りと楽しく交流しました。

また、じゃんけん大会で児童の手作りの賞状やメダルを受賞した�

橋みよさんが、お礼に姿三四郎を熱唱。会場からは拍手がわき起こっ

ていました。 じゃんけん大会では手づくりの賞状をプレゼント

東小学校の３年生がお年寄りと交流

講師の澤浦幸子さんの実演を見つめる参加者

南地区囲碁クラブ（ 田勝美会長）が主催する

第37回南部地区囲碁大会が３月26日、地域活性化

センターで行われました。

大会は村内外から28人が参加。参加者は実力が

拮抗するよう１組から５組に分かれ、それぞれの

組で競い合いました。

また、対局中には、時折談笑したり、相手の一

手を慎重に読んだりと、会場に所狭しと並べられ

た碁盤の上で熱い戦いを繰り広げていました。

田会長は「この囲碁大会は36回を迎える歴史

ある大会。南地区だけでなく、村内各地域や沼田

市などからも参加してくれる人がいるので、大変

ありがたい。参加された皆さんが囲碁を通して親

睦を深めてもらえれば」と話していました。

碁盤上で熱い戦い繰り広げる

対局を楽しむ参加者



消防団第一分団の新しい詰所が完成
村消防団第一分団（堤比美紀分団長）では３月29日、工

事が進められていた新しい詰所の完成を祝い、森下中組の
住民センターで祝賀会を行いました。
完成した詰所は旧活性化センター跡地に建てられ、木造

平屋建て、総工費は８０１万１千円、面積は５７.９６㎡で
す。
完成祝いには、第一分団の歴代分団長をはじめ村消防関

係者ら63人が招待されました。
また、完成祝の前に行われた新しい詰所のお披露目では、

訪れた招待者らが詰所の前で記念撮影をしていました。
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新しい詰所の前で記念撮影

良い歯の子34人と家族を表彰
第15回良い歯の子と育てた家族の表彰式が３月27日、公

民館多目的ホールで行われました。

表彰式には34組の良い歯の子と母親が出席、受賞者代表

で新木敦子さん・輝君親子に表彰状が手渡されました。

検診を担当した村の歯科医、今成亮先生は「丈夫な歯は

健康の源。一生使える大事なものなので、これからもむし

歯を作らないよう努力を続けてください」と講評。

謝辞では、星野香さんが「わが家では、毎晩家族で一緒

に歯磨きをするので、子どもたちは楽しく歯磨きをしてく

れます。これからもむし歯にならないように、家族で歯の

健康維持に努めていきたいと思います」と述べました。

受賞者を紹介します。（敬称略） 受賞者…新木輝、新井

鷹輝、高橋美咲、廣田隼人、新宮光晴、原澤絵梨、青木亜

沙美、菅原里菜、中村陽加里、関上颯太、鈴木麗乙菜、板

橋亨弥、 原菜緒、稲垣寛太、桑原来夢、吉澤瑛琉、中川

琢麻、横坂莉己、新木那茅、竹之内一宝、吉澤美優香、貝

瀬優太、星野圭哉、藤井乃々香、儘田陸、見城美咲、見城

美月、 原光佑、星野杏、藤井瞳、金井裕翔、真下怜大、

長谷川哲大、二口心寧。

表彰を受けた新木敦子さん・輝君親子

謝辞を述べた星野香さん・杏ちゃん親子


